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会員、報道機関 各位                              2014年 9月 25日 

電気自動車普及協議会 

会長 福武 總一郎 

代表幹事 田嶋 伸博 

EVEX２０１４ 出展及びシンポジウムのご報告 

拝啓 皆様におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

電気自動車普及協議会(以下APEV)は、去る9月17日（水）から19日（金）まで東京ビッグサイト（東京都江東区）

で開かれましたEV・PHV普及活用技術展（EVEX）に「APEVパビリオン」を出展するとともに9月18日（木）には

「APEVシンポジウム」を開催致しました。 

以下に概要をご報告申し上げます。 

－記－ 

 

１．「APEVパビリオン」 

会員(下記)の皆様の製品とサービスの紹介及び APEVの紹介をパビリオン形式で展示しました。 

EVを軸にして前回よりも増えた展示のシナジー効果により、多くのご来場や VIPの視察もあり盛況のうちに終了

しました。ご来場いただきました皆様には厚くお礼申し上げます。 

更に情報がお入用の方は文末の「お問い合わせ先」へお願いいたします。 

 

＜出展会員＞：出展写真は 2,3ページを参照ください 

A)愛媛県産業技術研究所＋（株）エム・コット＋共立電気計器（株） 

B)興和(株)＋(株)シンクトゥギャザー 

C)dSPACE Japan（株） 

D)レスク(株) 

E) 国際電気自動車 EXPO（IEVEOC韓国） 

F)APEVの活動紹介 

 

２． 「APEVシンポジウム」 

日時：2014年9月18日（木曜日）15：00～16：45 

参加者：APEV会員様、事務局、シンポジウム事前申込者様、来場者様 合計200人以上 

1） 挨拶：田嶋伸博 APEV代表幹事 

 9月12日にハワイ・マウイ島で行われた「ハレアカラEVキャラバン」参加報告 

 APEVの紹介 ・本日の出席者紹介 ・APEVパビリオンの紹介 
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2） ゲスト：Jae Chan Park 国際電気自動車 EXPO (IEVEOC) 事務總長  

 韓国 Jeju（チェジュ）島の EV化報告：2030年には EV化 100%とし新再生 Energyで Carbon Free。 

 国際電気自動車 EXPO紹介：Jeju島で本年 3月に行われ、来年も 3月に行われる。 

3） パネルディスカッション：「ＥＶを普及させるために何をなすべきか？」 

 概要：日本は量産 EVが発売された 2009年以降普及が足踏み状態になっている。一方、昨年海外で発売

された量産 EVは好調に推移している。 その違いはどこのあるのか？APEVの活動や韓国の事例を紹介

し、EV普及取組について議論する。 

 モデレーター：鈴木 高宏 東北大学未来科学技術共同研究センター 副センター長・教授 

 パネラー：有馬 仁志  dSPACE Japan㈱  代取締役社長 

井原 慶子 レーシングドライバー 

佐藤 員暢  愛媛県産業技術研究所 EV開発センター長 

 内容 

最初に登壇者 4名から発表があった。（各々の資料は文末を参照願います） 

次にパネルディスカッションに移った。主なポイントは下記の通り。（敬称略） 

・井原>日本は技術や経済が先行しているが、大きな枠組みの概念構築が遅れている。電気のピーク 

シフト対策も含めてここ数年が勝負ではないか？ 

・有馬>売り手から発想した個別最適ではなく、ユーザーの要求から考えるグランドデザインが必要。 

家庭のエネルギーマネージメントシステムはもうすぐ発売されるが、法律の壁もある。 

福岡と横浜で行っているスマートハウス活動と APEVの活動を連携させて行きたい。 

・佐藤>EVのユーザーは多様な用途/要求があるので、愛媛県は大企業では出来ないユニークな 

コンバージョン EVを製作する企業をバックアップしている。たとえば４WDの EV軽トラック。 

・有馬>EVの製造から廃車までの全体のエネルギーや資源の再利用も重要。 

・鈴木>自動車に限らずモビリティ全体で見る事が必要。APEVの役割は、ユーザー目線で必要な施策を提言

すると共に、大きな枠組みについても考え議論する場を提供する事ではないかと考える。 

 講演資料について 

講演で使用された資料については、一部内容を省略しpdfにしてAPEV会員専用SNSにて公開します。 

 

＜APEVパビリオン写真＞ 

  
興和(株)＋(株)シンクトゥギャザー                    レスク(株) 
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APEVパネル 

   

愛媛県産業技術研究所＋（株）エム・コット＋共立電気計器（株） 

  

国際電気自動車 EXPO韓国         dSPACE Japan（株） 
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＜APEVシンポジウム写真＞ 

 

満員のお客様 

    
田嶋 伸博氏        Jae Chan Park氏          鈴木 高宏氏         有馬 仁志氏 

   
井原 慶子氏           佐藤 員暢氏                     パネルディスカッション 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

＊電気自動車普及協議会では引き続き、会員を募集しております。 

  お気軽に事務局までお問い合わせください。 

 

 

 

 

お問い合わせ先： 

電気自動車普及協議会（Association for the Promotion of Electric Vehicles：APEV）  

事務局 安嶋 （ヤスジマ）、唐鎌（カラカマ） 

〒160－0023 新宿区西新宿 6-10-1 日土地西新宿ビル 8F 

電話：050-3736-8325 E-mail：info@apev.jp   Website：www.apev.jp 

 

mailto:info@apev.jp
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